
「防犯ボランティア活動についてのアンケート」結果報告 

 

 

 三重県警察では、防犯ボランティアの参加者の拡大や活動内容の活性化方策を探る

ため、防犯ボランティア活動に関する意識調査を実施しました。アンケートにご協力

いただきましたｅ－モニターの皆様には、お礼を申し上げますとともに、その結果に

ついて下記のとおり取りまとめましたので、ご報告いたします。 

 

 

１ アンケート実施期間 

平成２７年８月７日（金）～平成２７年８月３１日（月） 

 

２ アンケート回収状況 

・ 対象者数 １，２１５名 

・ 回答者数   ８４２名 

・ 回 答 率  ６９．３％ 

 

３ 回答者属性 

・ 性別 

男性 ４２８名 、女性 ４１４名 

・ 年代別 

２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代以上 

７８名 １８１名 １９８名 １７８名 １６５名 ４２名 

９．３％ ２１．５％ ２３．５％ ２１．１％ １９．６％ ５．０％ 

・ 地域別 

北勢地域 中南勢地域 伊勢志摩地域 伊賀地域 東紀州地域 

２８４名 ３５３名 １１６名 ６３名 ２６名 

３３．７％ ４１．９％ １３．８％ ７．５％ ３．１％ 

 

 

 

 

 

 

 

 



４ アンケート結果 

 

  Ｑ１～Ｑ３は、防犯ボランティア活動への参加経験についての設問です。 

  「身近で防犯ボランティア活動に参加している方はいますか」という設問に、「いる」

と答えた方は２０．７％、「いない」と答えた方は７９．３％でした。 

  「あなた自身が防犯ボランティア活動に参加したことはありますか」という設問に、「あ

る」と答えた方は１２．６％、「ない」と答えた方は８７．４％でした。 

  「参加したことがない」と答えた方に、「どのようなきっかけがあれば、防犯ボランテ

ィアに参加しますか」と質問したところ、「活動の機会や関連情報を豊富に提供してもら

えれば」が最も多く３７．４％、以下「仲の良い知人から誘われれば」が３６．３％、「参

加のハードルが低くなれば」が３３．０％、「感謝されているという気持ちが伝わってい

るならば」が６．４％の順で、「その他」は７．９％、また、「参加したいとは思わない」

は１５．５％でした。 

  「その他」には、「時間があれば参加したい」、「協力したい気持ちはあるが、恐怖心も

あり踏み出せない」などの意見がありました。 

 

  Ｑ４は、どのような方が防犯ボランティア活動を行っているイメージがあるかの設問

です。 

  「自治会、町内会など地元の有志」が最も多く８５．３％、以下「ＰＴＡ、子ども会

に加入する保護者」が５３．０％、「高齢者」が５０．０％、「商店街の店主など」が 

２２．６％、「高校生や大学生などの学生」は２．１％で、「その他」は２．０％でした。 

  「その他」には、「退職した公務員」、「民生委員」、「青少年育成会」などがありました。 

 

  Ｑ５は、防犯ボランティアの活動理念「自分たちの地域は自分たちで守る」について

の設問です。 

  「どちらかと言えば同意できる」が最も多く５０．２％、以下「深く同意できる」が

３８．８％、「どちらとも言えない」が９．４％、「どちらかと言えば同意できない」が 

１．０％、「全く同意できない」は０．６％でした。 

 

  Ｑ６は、防犯ボランティア活動と地域での犯罪発生との因果関係についての設問です。 

  「少しは関係がある」が最も多く５７．２％、以下「大いに関係がある」が３０．４％、

「どちらとも言えない」が９．５％、「どちらかと言えば関係がない」が１．７％、「全

く関係がない」は１．２％でした。 

 

 

 



  Ｑ７は、防犯ボランティア活動に対する行政の果たすべき役割についての設問です。 

  必要とする事項で最も多いのが「犯罪の発生状況や防犯情報の提供」で６０．３％、

以下「活動方法の指導」が５８．２％、「活動用物品等の支援」が５４．２％、「活動資

金の助成」が４９．８％、「保険制度を充実させるなど、安心して活動できる環境づくり」

が４３．０％、「その他」は３．２％でした。 

 「その他」には、「他団体の活動状況の伝達」、「一般住民への周知」、「行政が主体になら

ないように」などの意見がありました。 

 

  Ｑ８は、企業等が社会に貢献すること（ＣＳＲ活動）を目的に防犯ボランティア活動

を行うことについての設問です。 

  「よいことだと思う」が最も多く８９．１％、以下「わからない」が８．０％、「必要

ない」が３．０％でした。 

 

  Ｑ９は、防犯ボランティア活動に期待することについての設問です。 

  期待できる効果として最も多いのが「地域に安心感を与えてくれる」で８０．５％、

以下「犯罪や交通事故などを減らす」が６９．７％、「仲間意識が醸成され、地域の絆が

深まる」が３４．１％、「地域全体の印象がよくなる」が２８．５％で、「その他」は 

１．７％でした。 

  「その他」には、「子供たちへの好影響」などの意見がありました。 

 

  Ｑ10は、防犯ボランティアの団体数、参加者数を増やす方策についての設問です。 

  「事前に具体的な活動計画を示す」が最も多く５８．８％、以下「楽しみややりがい

の感じられる活動内容を考える」が５８．３％、「金銭的負担がかからないようにする」

が５１．３％、「活動を強制するのではなく、参加者の裁量に委ねる」が４１．４％の順

で、「その他」は５．２％でした。 

  「その他」には、「まずは防犯ボランティアを世間に広める広報」、「誰かがやってくれ

る感の払拭」、「参加者が固定されず、交代で参加できる体制づくり」などといった意見

がありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 



５ 参考 

 

（Ｑ１）身近で防犯ボランティア活動に参加している人はいますか。 

 

 

 

 

 

（Ｑ２）防犯ボランティア活動に参加したことはありますか。 
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（Ｑ３）Ｑ２で「ない」と回答された方に対して、どのようなきっかけがあれば、防犯ボ

ランティア活動に参加してみようと思いますか。 

 

 

 

 

 

（Ｑ４）防犯ボランティア活動には、どのような方々が参加しているという印象がありま

すか。 
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（Ｑ５）防犯ボランティアの活動理念は、「自分たちの地域は自分たちで守る」というもの

ですが、この考え方についてどう思われますか。 

 

 

 

 

 

（Ｑ６）防犯ボランティア活動と地域における犯罪発生件数の増加や減少には因果関係が

あると思いますか。 
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（Ｑ７）防犯ボランティアに対する行政として果たすべき役割は何だと思いますか。 

 

 

 

 

 

（Ｑ８）企業や社会が地域に貢献すること（ＣＳＲ活動）を目的として防犯ボランティア

活動に取り組むことについてどう思いますか。 
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（Ｑ９）防犯ボランティアにあなたが期待することは何ですか。 

 

 

 

 

 

（Ｑ10）防犯ボランティアの団体数、参加者数を増やすにはどうしたらよいと思いますか。 
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